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広
島
で
原
爆
に
遭
っ
た
「
被

爆
ピ
ア
ノ
」
で
原
爆
犠
牲
者
を

追
悼
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
５

日
、
広
島
市
中
区
の
平
和
記
念

公
園
で
開
か
れ
た
。
近
く
に
は

原
爆
投
下
後
も
生
き
残
り
、
復

興
の
象
徴
と
な
っ
た
「
被
爆
ア

オ
ギ
リ
」
の
木
が
あ
り
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
復
興
へ
の

願
い
も
込
め
た
。

　
ピ
ア
ノ
は
仙
台
市
の
松
葉
嘩

子
さ
ん
（
8
5
）
が
所
有
。
８
歳
の

時
に
買
っ
て
も
ら
い
、
猛
練
習

の
末
に
東
京
音
楽
学
校
（
現
・

東
京
芸
大
）
に
合
格
し
た
。

　
原
爆
投
下
時
、
松
葉
さ
ん
は

草
津
（
広
島
市
西
区
）
の
実
家

に
い
て
無
事
だ
っ
た
が
、
ピ
ア

ノ
は
爆
心
地
か
ら
３
諺
の
翠
町

（
南
区
）
の
夫
の
実
家
に
あ
り
、
ヽ

割
れ
た
窓
ガ
ラ
ス
の
破
片
が
背

面
に
突
き
刺
さ
っ
た
。
２
０
０

３
年
に
修
理
を
受
け
た
が
無
数

の
傷
と
、
最
大
約
３
惣
の
ガ
ラ

ス
片
３
個
が
残
る
。
神
戸
市
の

市
民
団
体
が
借
り
て
各
地
で
公

演
、
昨
年
９
月
に
は
米
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
も
演
奏

さ
れ
た
。

　
昨
年
に
続
く
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
、
国
連
本
部
で
ピ
ア
ノ
を
弾

い
た
林
琢
也
さ
ん
（
4
7
‥
）
ら
が
演

奏
。
松
葉
さ
ん
は
「
ピ
ア
ノ
は

ず
っ
と
一
緒
に
い
た
恋
人
の
よ

被爆アオギリの前で演奏される

被爆ピアノ（広島市中区の平和

.記念公園で）一枡田直也撮影

う
な
も
の
。
被
災
地
救
済
に
少

し
で
も
役
立
つ
な
ら
、
う
れ
し

い
」
と
語
っ
た
。
演
奏
を
聞
い

た
広
島
市
の
被
爆
２
世
、
立
川

千
恵
さ
ん
（
5
3
）
は
「
原
爆
に
耐

え
た
ピ
ア
ノ
の
よ
う
に
、
被
災

地
も
復
興
に
向
け
て
力
強
く
進

ん
で
ほ
し
い
」
と
願
っ
た
。

　
６
日
は
、
午
前
８
時
1
5
分
か

ら
同
市
中
区
の
広
島
流
川
教
会

で
演
奏
会
が
あ
る
。

岩
手
、
宮
城
の
中
学
生

平
和
記
念
資
料
館
訪
問

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

岩
手
、
宮
城
両
県
の
中
学
生
ら

が
５
日
、
平
和
記
念
公
園
内
の

広
島
平
和
記
念
資
料
館
を
訪
れ

た
。
岩
手
県
釜
石
市
立
釜
石
中
、

同
県
大
槌
町
立
大
槌
中
、
宮
城

県
南
三
陸
町
立
志
津
川
中
の
計

4
6
人
で
、
原
爆
被
害
と
廃
虚
か

ら
の
復
興
に
学
び
、
故
郷
再
建

へ
の
思
い
を
新
た
に
し
た
。

　
被
災
地
支
援
を
続
け
る
国
際

医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア

ム
ダ
）
　
（
岡
山
市
）
な
ど
が
２
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側
の
要
望
で
広
島
を
訪
れ
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
案
内
で
資

料
館
を
回
っ
た
生
徒
ら
は
二

発
の
爆
弾
で
街
は
壊
滅
し
、
す

べ
て
が
焼
か
れ
た
」
と
の
説
明

に
聞
き
入
り
、
公
園
内
の
被
爆

ア
オ
ギ
リ
や
原
爆
供
養
塔
を
見

学
。
釜
石
中
３
年
の
小
川
真
夏

斗
君
（
1
5
）
は
「
被
爆
し
た
街
が
、

被
災
後
の
自
分
た
ち
の
町
と

似
て
い
て
驚
い
た
。
多
く
の

人
の
助
け
で
今
が
あ
り
、
こ

れ
か
ら
自
分
た
ち
が
復
興
を

支
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
た
。
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